
裾野麗峰山の会・山行報告書                  文・ＧＭ  写真・ＧＴ 

山行番   ＮＯ．１８９５ 

日 時   ２０２０/１２/５（土）晴れ・暑い 

山 域   塩山・塩ノ山（５５３ｍ） 

コース   駅前駐車場１０：１５－ 登山口１０：３０ 塩ノ山頂上１０：５５－ラーメン店「日 

乃出」（昼食）１１：４０～１２：１１－駅前駐車場１１：５０ 

標高差   上り 駐車場４０８ｍ ～ 山頂５５３ｍ＝約１４５ｍ 

      下り         同上 

快適度   ５（５段階評価）＝暑かった 

参加者   後藤、合谷＝２名 

腐っても鯛。山は山だね！！ 
  

甲武山（200 名山）の山行帰りに塩山（甲州市）にある塩ノ山に立ち寄った。 

JR 中央本線の塩山駅近くの駐車場に車を置いて、そこから往復した。 

駐車場で登山靴に履き替えていたら、駐車場の奥にある家の中からババさまが声をかけてきたので、

３時間程駐車させて欲しいというと料金は２００円であった。ヽ(^o^)丿 

塩ノ山は市街地にそびえ、山全体が赤松で覆われており、周囲の山とは趣が少々異なる 

 

 

駅前の駐車場                駅前から見た塩ノ山 

 

駐車場から１５分程歩くと登山口に到着。 

標識は塩ノ山自然遊歩道入口となっており、登山というよりは地元の人々の散策コースという感じ

である。塩ノ山とは、 

 

・・・有力なのは、『古今和歌集』の＜志ほの山 差出の磯に住む千鳥 君が御代をば 八千代と

ぞなく＞という歌の「志ほ（しお）の山」が転じて「塩ノ山」になったという説だ。「差出の磯」

とは、隣の山梨市にある笛吹川沿いの景勝地で、今も変わらずその名で呼ばれている。では、「志

ほの山」という地名がどういう意味を含んでいるかというと、元は「四方の山」で、「四方どの方



向からもよく見える山だから」という説がある。前回、塩山を目指して歩いていて、常に塩ノ山の

存在が気になったことを振り返れば、納得のいく説である。ちなみに、この三角形の塩ノ山、ピラ

ミッド伝説があるパワースポットだということも付け加えておこう・・・ネット 

 

ということで、特に「塩（岩塩）が採れたではないようだ」登山口から少し歩くとよく整備された

遊歩道に入った。 

赤松の森（林）ではあるが、手入れがよくされているせいか日当たりいい。 

 

 

登山口（遊歩道入口） 

 

 

登山道（遊歩道） 



登山口から３０分程登って（歩いて）、山頂に到着。 

山頂からは市街地や遠くの山々（何山？）の景色を楽しむことができた。 

 

 

 

山頂の看板                  山頂のベンチ 

 

 

 
山頂からの南の展望             ラーメン「日之出」 

 

山頂で５分程休憩をして、階段の多い別ルートを下ったが、こちらのルートは歩き難く展望も悪い

ので、お勧めルートではない。 

１２時少し前に駅前についたので、昔懐かしい風情のあるラーメン屋さんで昼食を頂いた。年配の

オジ・オバさんがやっていた。私は「チャーシューラーメン」を注文。Ｇさんは、ビア・ギョーザ・

普通のラーメンだった。 

ギョーザを一つ頂いたが美味しかった。ただ、ラーメンはイワシ出汁風でイマイチだった。 

塩山はコロナ患者も出ていないようで、このラーメン屋さんはコロナ対策に気を使っている感じで

はなかった。 

塩ノ山は地元の里山という感じの山で、運動靴でも気軽に登れる山であったが、整備がよくされて

おり、気持ちのいい小山であった。 

 



 

 

 

 


